
鈴木重幸先生

略

一
九
三

O
年

五

月

一
九
四
九
年
一
一
一
月

一
九
五
三
年
三
月

一
九
五
六
年
三
月

一
九
五
六
年

一
九
六

O
年

四

月

一
九
六
八
年
四
月

一
九
七
六
年
四
月

一
九
九
六
年
三
月

年

譜
東
京
に
う
ま
れ
る

東
京
都
立
西
高
等
学
校
卒
業

東
京
大
学
文
学
部
卒
業

東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

月

日
語
学
研
究
会
発
足
と
と
も
に
会
員
、
現
在
に
い
た
る

国
立
国
語
研
究
所
員

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
助
教
授

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教
授

横
浜
国
立
大
学
定
年
退
職
（
予
定
）





I 

鈴

木

重

幸

教

授

研

究

業

績

目

録

著

書
（書

名

）

日
本
語
文
法

・
形
態
論

文
法
と
文
法
指
導

形
態
論
・
序
説
（
予
定
）

（共
著
）

話
し
こ
と
ば
の
文
型

ω

｜
｜
独
話
資
料
に
よ
る
研
究
｜
｜

文
法
教
育
ー
ー
そ
の
内
容
と
方
法
｜
｜

語
梁
教
育
ー
ー
そ
の
内
容
と
方
法
｜
｜

E

論

文

J
子
校
文
法
批
判
｜
｜
動
詞
論
を
中
心
と
し
て
｜
｜

文
法

ゴ
」
と
ば
と
文
字

日
本
語
の
動
詞
の
す
が
た
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
に
つ
い

（
発
行
年
月
）

一
九
七
二

i
五

一
九
七
二
｜
一

一
九
九
六
｜
一一
一

一
九
六
一
二
｜
一

一
九
六
三
｜

一
九
六
四

l

（
発
表
年
月
）

一
九
五
四
｜
入

一
九
五
四
｜
一
一

一
九
五
六
｜

一
九
五
七
｜

（
出
版
社
）

む
ぎ
書
房

む
ぎ
書
房

む
ぎ
書
一
房一

秀
英
出
版

む
ぎ
書一
房一

む
ぎ
書
房

備

考）

骨
印
を
つ
け
た
論
文
を
お
さ
め
る

ー
印
を
つ
け
た
論
文
、
講
演
資
料
を
お
さ
め
る

国
立
国
語
研
究
所
報
告
お
（
大
石
初
太
郎
、
南
不
二
男
、
宮

地
裕
と
共
著
）

教
科
研
東
京
国
語
部
会

・
言
語
教
育
研
究
サ
ー
ク
ル
箸
（
坂

本
英
子
、
鈴
木
康
之
、
高
木
一
彦
、
宮
島
達
夫
と
共
著
）

教
科
研
東
京
国
語
部
会
・
言
語
教
育
研
究
サ
ー
ク
ル
著
（
坂

本
英
子
、
鈴
木
康
之
、
高
木
一
彦
、
宮
島
達
夫
と
共
著
）

- 1ー

（
発
表
雑
誌

・
論
文
集
等
）

民
主
主
義
科
学
者
協
会
・
言
語
部
会
監
修
『
理
論
別
冊
｜
｜
国
語
問
題
の
現

代
的
展
開
｜
｜
』
（
理
論
社
）

日
本
コ
ト
パ
の
会
編
『
教
師
の
た
め
の
国
語
科
』
（
河
出
書
一
房
）
の
〈
第
五

章
〉
（
野
村
篤
司
と
共
同
執
筆
）

大
島
義
夫
編
『
講
座
日
本
語
I

民
族
と
こ
と
ば
』
（
大
月
書
店
）

言
語
学
研
究
会
報
告
プ
リ
ン
ト
（
金
田
一
春
彦
編
一
九
七
六
『
日
本
語
動
詞



て
1
1
J
ス
ル
の
形
と

J
シ
テ
イ
ル
の
形

i
i

a本
語
の
動
認
の
と
き
（
テ
ン
ス
）
と
す
が
た
（
プ

ス
ベ
ク
ト
）

1
1
1シ
タ
と
J
シ
テ
イ
タ

1
1

鋳
わ
か
ち
書
き
と
文
法

各
文
法
教
育
を
す
す
め
る
た
め
に

ぷ
自
里
方
一
宮
の
動
認
の
い
い
き
り
の
形

治
文
字
の
表
音
伎
と
表
意
性

文
の
濃
解
と
文
章
の
く
み
た
て

放
送
の
こ
と
ば
の
研
究

ω

文
法
教
育
の
今
日
の
段
階

文
の
構
造

養
中
＋
＋
盛
岡

常
現
代
か
な
づ
か
い
の
窓
義

持
現
代
日
本
語
の
動
詞
の
テ
ン
ス

一
九
五
八
！
…

一
九
五
人

i
六

一
九
五
八

i
七

一
九
六
O
i入

九
ノ、

一
九
六
一
！

九九
ノ、ノ、

I I 

一
九
六
四

九
六
四
｜

一
九
六
五
！
一

の
ア
ス
ペ
ク
ト
』
む
ぎ
数
日
一
房
一
所
収
）

言
語
学
研
究
会
報
告
プ
リ
ン
ト
（
金
田
一
春
彦
編
一
九
七
六
『
日
本
語
動
詞

の
ア
ス
ペ
ク
ト
』
む
ぎ
書
一
房
一
所
収
〉

『
続
日
本
文
法
講
座
2

表
記
綴
』
（
明
治
書
読
）

『
教
育
』

7
月
号
（
奥
mm靖
雄
・
国
分
一
太
郎
一
編
一
九
六
三
『
読
み
方
教
育

の
理
論
』
国
土
社
（
一
九
七
回
か
ら
む
ぎ
重
男
）
再
録
）

『
国
語
学
』
川
町
（
外
潤
守
詩
編
一
九
七
二
『
沖
縄
文
化
論
議
言
語
編
』
平

凡
社
、
お
よ
び
服
部
凶
郎
ほ
か
編
一
九
七
九
円
日
本
の
言
語
学
四
巻

文
法
E
』
大
修
館
再
録
）

雲
間
報
同
生
活
』

ω月
号
（
野
一
%
菊
雄
編
一
九
六
八
『
こ
と
ば
の
生
活
4

こ

と
ば
と
社
会
』
筑
摩
議
孫
、
お
よ
び
鈴
木
康
之
編
一
九
七
七

i
一
一
一
円
筒

諮
問
字
問
題
の
理
論
』
む
宮
書
房
再
録
）

『
教
育
』
ロ
刃
号
（
野
村
篤
湾
と
共
同
執
筆
、
築
関
靖
雄
・
関
分
一
太
郎
編

一
九
六
一
一
一
塁
抗
み
方
教
育
の
理
論
』
国
土
社
〈
一
九
七
白
か
ら
む
ぎ
書
房
一
）

再
録
）

N
H
K放
送
文
化
研
究
所
『
文
研
月
報
』
日
号

『
教
育

h
u月
号
（
奥
田
靖
雄
・
国
分
…
太
郎
編
一
九
六
回
『
国
語
教
育
の

理
論
』
む
の
き
謬
一
房
一
得
録
）

森
岡
健
二
ほ
か
編
『
講
座
現
代
議
六
巻
口
語
文
法
の
問
題
点
』

民）
コ
一
笠
間
生
活
』

2
月
号
（
鈴
木
康
之
編
一
九
七
七
ー

の
渥
論
』
む
ぎ
喬
一
局
再
録
）

関
立
国
語
研
究
所
論
集
『
こ
と
ば
の
研
究
2
』

。

- 2一

（
明
治
議

二
『
霞
語
菌
学
問
題

（
秀
英
出
版
）



i
i言
い
き
り
の
述
語
に
使
わ
れ
た
ば
あ
い

i
i

秘
文
法
に
つ
い
て
（
上
）
（
中
）
（
下
）

よ
子
校
文
法
批
判

l
i
「
文
節
」
に
つ
い
て

i
i

後
な
ぜ
文
法
を
教
え
る
か

日
本
語
文
法
・
形
態
論

ωωωω
印
刷

i
i
『
に
っ
ぽ
ん
ど

4
の
上
』
の
解
説

i
i

勢
現
代
文
法
・
文
論

後
続
・
学
校
文
法
批
判

l
i文
節
に
よ
る
文
の
分
析
に
つ
い
て
1
1
B

標
準
語
論
お
ぼ
え
が
き

喜
四
段
活
用
論
の
成
立

主
語
論
の
問
題
点

言
構
文
論
に
お
け
る
形
態
素
主
義
に
つ
い
て

明
治
以
後
の
四
段
活
用
論
（
一
）

日
本
語
動
詞
の
時
に
つ
い
て

『
日
本
語
文
法
・
形
態
論
』
の
問
題
点

言
明
治
以
後
の
侶
段
活
用
論

立
現
代
日
本
語
の
動
詞
の
テ
ン
ス

1
1
終
止
的
な
述
語
に
つ
か
わ
れ
た
完
成
相
の
叙

一
九
六
六
｜
一
一
一
『
教
育
園
語
』

2
、
3
、
4

『
教
育
思
語
』

6
（
奥
田
靖
雄
・
毘
分
一
太
郎
編
一
九
六
六
『
統
国
語
教
育

の
理
論
』
む
ぎ
霊
殿
一
帯
録
）

一
九
六
七

i
六

司

教

育

国

語

』

9

一
九
六
人
｜
三
、
六
、
九
、
一
二
、
…
九
六
九

i
コ
て
六
吋
教
育
関
諮
』
ロ
、
店
、
弘
、
目
、

6
、
7

1
E目
時

司

t
‘

森
問
問
健
二
ほ
か
惜
納
豆
縦
座
正
し
い
毘
本
語

院）
『
教
育
閣
議
』
部

一
九
六
五

i
入、

一
九
六
六
九

一
九
七
一
一
一
一

一
九
七
一
六

一
九
七
一
一
｜
九

九
七
五
！
一
一
一

九
七
五
！
一
一
一

九
七
五

l
一
O

一
九
七
六

i
一一一

一
九
七
六
｜
一
二

一
九
七
七

l
二一

一
九
七
八

i
一
O

一
九
七
九

l
一
O

第
五
巻

文
法
編
』

（
明
治
雲

円
教
育
国
一
諸
問
』
却

司
教
育
国
語
』

ω
（
松
本
泰
丈
綴
一
九
七
人
『
日
本
語
研
究
の
方
法
』
む
ぎ

書
一
反
再
録
）

三
是
認

3
月
号

『
横
浜
国
立
大
学
人
文
紀
要
江
』
沼

『
教
育
園
一
語
b

H
仙
（
つ
づ
き
を
か
き
く
わ
え
て
、
松
本
泰
丈
編
一
九
七
八

『
日
本
語
研
究
の
方
法
』
む
ぎ
書
房
所
収
）

『
笠
岡
諸
問
』
四
月
号

『
教
育
園
語
』
日

松
本
泰
丈
編
一
九
七
八
『
日
本
語
研
究
の
方
法
』
（
む
ぎ
番
一
茂
一
〉

一
言
語
学
研
究
会
編
『
言
語
の
研
究
』
（
む
ぎ
書
房
）

-3-



述
法
断
定
の
ば
あ
い
1
1

3
動
認
の
「
た
ち
ば
」
を
め
ぐ
っ
て

3
口
問
詞
を
め
ぐ
っ
て

管
長
動
詞
の
形
態
論
的
な
形
の
内
部
構
造
に
つ
い
て

雲
形
態
論
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て

形
態
論
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に

つ
い
て

国
語
審
議
会
「
改
定
現
代
仮
名
遣
い
（
案
ど
に
つ
い

て

雲
間
語
学
と
日
本
一
話
学

動
詔
の
活
用
形
・
活
用
表
を
め
ぐ
っ
て

奥
田
靖
殺
の
一
言
語
学

l
lと
く
に
文
法
論
を
め
ぐ
っ
て

i
l

言
文
法
に
つ
い
て

主
語
論
を
め
ぐ
っ
て

直

書
評
ほ
か

一
一
一
上
意
著
司
象
は
蕗
が
長
い
』
（
紹
介
）

芳
賀
綬
著
明
古
典
文
法
教
室
』
（
紹
介
）

森
重
敏
著
吋
日
本
文
法

i
i主
務
と
述
語
1
1』
を

読
ん
で
〈
窪
田
評
〉

金
沼
一
春
彦
著
『
日
本
一
諸
問
立
日
額
の
研
究
』

（
書
評
）

一
九
八

O
｜
三

一
九
八
O
l九

一
九
八
三
i
e一一一

一
九
八
一
ニ
ie一一一

一
九
八
三
｜
一
一
一

一
九
八
五

i
九

一
九
八
六

l
九

一
九
八
九

i
八

一
九
八
九
｜
一

一
九
九
一
I
l
l

－一

O

一
九
九
二

i
一

一
九
六
六

i
二

一
九
六
六

i
六

一
九
六
八
｜
一

『
教
育
国
語
』
印

『
教
育
問
凶
器
開
』
臼

『
横
浜
国
大
騒
語
研
究
』

1

司
教
育
国
語
hη

『
金
忠
一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

『
教
吉
田
国
一
国
間
』
位

『
教
育
国
語
』
肪

言
語
学
研
究
会
編
『
こ
と
ば
の
科
学

言
語
学
研
究
会
編
『
こ
と
ば
の
科
学

第
一
巻

間
語
学
編
』
（
一
一
一
省
裳
〉

3 2 
島田 色申

（
む
ぎ
喬
一
房
）

（
む
ぎ
建
一
房
一
）

-4-

『
教
官
同
国
語
』

2
・
3
（
「
文
法
と
は
な
に
か
」
と
題
を
あ
ら
た
め
、

重
幸
一
九
九
六
（
予
定
）
再
録
）

言
語
学
研
究
会
編
『
こ
と
ば
の
科
学

喜
一
一
塁
間
生
活
』

3
月
号

『
言
語
生
活
』

2
月
号

『
闘
語
学
』
邸

司
国
語
と
国
文
学
』

3
月
号

5 
＆＝コ

（
む
ぎ
喬
一
房
一
）

鈴
木



付
則
・
必
年
に
お
け
る
間
凶
器
開
学
界
の
間
以
L

誠一

（
学
界
良
川
出
品
）

大
久
保
忠
利
者
『
日
本
文
法
一
線
述
論
』
を
読
ん
で

（
設
評
〉

渡
辺
突
護
吋
国
語
格
文
論
』
（
設
評
）

言
語
学
の
用
語
穆
羨
〈
用
語
解
説
）

言
語
学
の
用
語
パ
一
フ
デ
ィ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
関
係
と

シ
ン
タ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
関
係
（
用
語
解
説
）

教
育
情
報

i
i日
本
文
芸
家
協
会
の
国
諮
問
題
に
関

す
る
意
見
守
一
日
に
つ
い
て
1
i
l

吋
こ
と
ば
の
科
学

1
』
村
上
・
佐
藤
論
文
に
よ
せ

て

ω

現
代
認

IV 

学
会
講
演

現
代
日
本
訟
の
表
記
法
に
お
け
る
漢
字
の
問
題
に
つ

い
て

芝
骨
一
口
誌
の
基
本
的
な
単
位
と
し
て
の
単
語
を
め
ぐ
っ
て

i
i！
日
本
語
研
究
－
の
た
ち
ば
か
ら
l
i
t

一
一
言
誌
の
議
本
的
な
挙
伎
と
し
て
の
単
語

i
i国
務
教
育
と
関
連
さ
せ
て

i
i

九
六
八
［
」
ハ

九
七

O
i一一一

一
九
七
二

i
一

一
九
七
三
i
i
一

一
九
七
回
！
六

一
九
七
蕊
七

一
九
八
七

l
九

九
八
七
1
i

一

一
九
九
四
［
六

九
九
沼

i
一一

三
倒
語
学

b
n

『
国
語
学

h
m

円
国
語
と
国
文
学
』
ロ
月
号

『
教
育
国
語
』
お

『
教
育
関
諮
』
町
山

吋
教
育
』

7
月
号

吋教前夜国一乱開
b

関

一一 5 

横
浜
倒
立
大
学
問
諮
問
同
文
学
会
（
横
浜
国
立
大
学
国
一
訟
の
会
と
共
依
）
講
演

資
料

第
1
0
8
四
日
本
一
言
語
学
会
大
会
（
横
浜
国
立
大
学
で
開
催
）
公
開
開
講
演
資

料
横
浜
国
立
大
学
園
諮
問
同
文
学
会
（
横
浜
国
立
大
学
閣
議
の
会
と
共
催
）
講
演

資
料

後
間
仰
は
鈴
木
賞
一
孝
一
九
七
二
吋
文
法
と
文
法
指
導
』
（
む
の
き
舎
一
房
）
に
お
さ
め
る

五
印
は
鈴
木
設
一
一
孝
一
九
九
六
（
予
定
）
『
形
態
論
・
序
説
』
（
む
ぎ
書
房
一
）
に
お
さ
め
る


